
 1 

 

京都⼤学総合研究推進本部 
リサーチ・アドミニストレーター（URA） 

【公募要項：研究ファシリティ整備】 

国際卓越研究⼤学のビジョンを実現するため、研究⼒強化を牽引する総合研究推進本部にお
いて、本学の研究基盤（コアファシリティ）の整備・⾼度化を通じた研究⼒の強化および新
たな学術領域の創出に取り組む専⾨職、リサーチ・アドミニストレーター（URA）を募集
します。 

職種 

特定専⾨業務職員(URA) 

募集⼈員 

３名 

勤務場所 

京都⼤学総合研究推進本部（京都市左京区吉⽥本町、京都⼤学吉⽥キャンパス）。但し、担
当業務によって、宇治または桂キャンパス勤務となる場合があります。 
※ ⼤学が在宅勤務を許可⼜は命じた場合の⾃宅等を含みます。 
※ 担当業務によっては本部・デパートメント実施のイベントへの参加や、国内および海外

への出張があります。 

職務内容 

総合研究推進本部におけるURAの業務・⽀援内容は広範囲にわたりますが、本公募では、
研究ファシリティ部⾨において、以下の業務に積極的に取り組む意欲のある⽅を募集しま
す。 
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 全学的なコアファシリティ（多機能研究技術⽀援システム等）整備計画の⽴案・策
定とマネジメント  

 研究設備の共⽤化推進、共⽤機器施設の運営・運⽤⽀援 

 技術⼈材育成および研究⽀援体制の構築・強化  研究⽀援 
 
本学の研究基盤（コアファシリティ）の整備・⾼度化を通じて、研究⼒の強化および新たな
学術領域の創出に貢献していただきます。研究設備、研究⽀援体制および技術⼈材を⼀体的
に捉え、全学的な研究基盤戦略の企画・制度設計を推進するとともに、学内の関係機関と連
携し、持続可能な研究基盤マネジメント体制の構築を推進していただきます。（京都⼤学で
は理系各分野に加えて、融合知コアファシリティの整備も進めています。） 
 
※ 本公募に記載の職務に加え、研究プロモーション・企画推進にも関⼼のある⽅を歓迎し

ます。これらの職務をメインとして希望される⽅は、【公募要項：研究プロモーショ
ン・企画推進】からご応募ください（重複の応募はできませんが、どちらからご応募い
ただいても全ての職務の希望を申告でき、それに応じて選考を⾏います）。 

※ 担当業務は本⼈の適性や希望が考慮されます（応募フォームに希望業務を⼆つまで⼊⼒
できます）。 

※ 当該職種に就く⽅は、本⽂書に具体的に記載されていない業務であっても、このレベル
の職位に通常期待される能⼒、資格、経験の範囲内で業務が割り当てられる場合があり
ます。 

※ URA業務に専念・専従していただく必要があります（研究活動を⾏うことはできませ
ん）。 

※ 業務・活動等の詳細については、京都⼤学総合研究推進本部ウェブサイトも参照してく
ださい。KURAの研究推進戦略、コラム(活動報告など) 

応募資格 

(1) 学歴・学位 

 博⼠の学位（Ph.D.）を有する⽅、またはこれと同等の知識・経験を有する⽅。 
o 研究経験や上記の学位の有無にかかわらず、研究活動の本質を理解し、研究

者と円滑に連携できる⽅を求めます。そのため、科学技術や特定分野の学術
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に⽇頃から関⼼を持ち、本学の研究活動への理解につながる知識を有してい
ることが望まれます。 
 

(2) 専⾨経験 

本職務の遂⾏に必要な専⾨的な知識、または研究活動への深い理解を⽰すものとして、以下
のいずれかの経験・活動実績を持つ⽅を歓迎します。 

 【必要とされる経験・能⼒】 
o 研究または技術開発に主体的に取り組んだ経験、あるいは研究基盤の整備・

⾼度化に関する実務経験を有すること。 
o 研究活動への理解に基づき、研究者、⼤学職員と円滑にコミュニケーション

を図りながら、研究基盤の整備・⾼度化に取り組むことができること。 
 【歓迎する経験】 

o 共⽤機器施設の運営、共⽤設備の運⽤・利⽤経験、または装置開発に関する
実務経験（機器の利⽤促進や施設の利⽤⽀援に携わった経験を含む）。 

o 研究機関や⺠間企業等におけるR&D部⾨での研究企画、技術戦略⽴案、プロ
ジェクト管理の実務経験。 

o 分野・業種は問いません。⼤学・研究機関・⺠間企業・⾏政・医療・NPO等
での実務経験を歓迎します。 

o 多様な関係者（研究者、⼤学部局、外部機関等）との調整・連携を通じたプ
ロジェクト推進経験。 

 

 (3) 語学⼒ 

 ⽇本語：本学での業務遂⾏および⾼度な⽂書作成に必要な能⼒（必須）。 
⽇本語が⺟国語でない場合は、⽇本語能⼒試験（JLPT） N1保有レベルが望まし
い。 

 英語：英⽂でのメール対応や資料の読解・作成に抵抗がなく、海外機関との連絡業
務に前向きに取り組める英語⼒（必須）。海外の⼤学等との交渉や会議運営等が可
能な英語⼒（歓迎）。 

(4) その他の資格等 

下記の資格を持つ⽅を歓迎します。 
 認定URA（URAスキル認定機構） 
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求める⼈物像 

上記の要件に加え、次のようなコンピテンシーを有する⽅を希望します。 
 【協調性とパートナーシップ】教員、事務職員、学外関係者など多様な⽴場や専⾨

性を持つ関係者を尊重し、信頼関係を築きながら対話・調整・合意形成ができる⽅
。チームワークを⼤切にしながら⾃律的に業務に取り組むことのできる⽅。 

 【批判的思考と課題解決⼒】複雑な課題や背景から本質を⾒抜き、データや事実に
基づいて論理的・構造的に整理し、実⾏可能な解決策を提⽰できる⽅。 

 【主体性と柔軟な挑戦⼼】前例にとらわれず柔軟な発想で業務に取り組み、変化や
未知の領域に対しても主体的に挑戦できる⽅。 

 【誠実さと責任感】⾼い倫理観と説明責任をもち、組織のミッション達成に向けて
客観的かつ誠実に業務を遂⾏できる⽅。 

採⽤予定⽇ 

令和９（2027）年４⽉１⽇（採⽤⽇については応相談） 

任期 

採⽤⽇から３年 
※ 任期更新(最⻑10年)、無期雇⽤への転換の可能性あり。(契約の更新は、契約期間満了時

の業務量、勤務成績、態度、能⼒、従事している業務の進捗状況、経営状況等を勘案し
て判断する。) 

試⽤期間 

あり (6ヵ⽉) 

勤務形態 

⽉〜⾦曜⽇ 8時30分〜17時15分 (休憩時間12時〜13時) 
休⽇: ⼟⽇祝⽇、年末年始、創⽴記念⽇  
※ ただし、超過勤務または休⽇勤務を命じる場合あり 
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※ フレックスタイム制あり(採⽤初⽉は適⽤除外の場合あり) 
コアタイム: 10時〜15時、フレキシブルタイム: 7時〜10時、15時〜22時、標準勤務時間: 
7時間45分、清算期間: 1ヶ⽉ 

※ 在宅勤務制度あり 

給与・⼿当等 

本学給与⽀給基準に基づき能⼒・経歴等により決定（年俸制） 
※ 年度ごとの評価で昇給・昇格の可能性あり 
 
【採⽤時の参考給与】 

4,800,000円〜5,880,000円 (20代〜30代) 
5,280,000円〜6,720,000円 (40代) 
7,080,000円〜7,560,000円 (50代〜60代) 

 
諸⼿当：超過勤務⼿当 
赴任旅費：旧居所が在勤地（京都⼤学）から60km以上の地点からの転居を伴う場合、１回
に限り⽀給 
※ 賞与・退職⼿当・通勤⼿当・地域⼿当・住居⼿当（職員寮への⼊居は条件付きで可能）

の⽀給はなし 

休⽇ 

⼟⽇祝⽇、年末年始（12⽉29⽇〜1⽉3⽇）、創⽴記念⽇（6⽉18⽇） 
休暇等：年次有給休暇※（4⽉1⽇採⽤20⽇）、ワークライフバランス休暇（3⽇）、夏期休
暇（3⽇）、慶弔休暇、育児休業及び介護休業等の制度あり 
※ 年次休暇：翌年度20⽇まで繰越可 

社会保険 

⽂部科学省共済組合、厚⽣年⾦、雇⽤保険、労災保険に加⼊ 



 6 

研修 

京都⼤学独⾃の研修プログラムである「URA育成プログラム KU+」による各⼈に合わせた
能⼒開発や、専⾨職としてのネットワーキング活動、成果発表を⽀援しています。 

 URA業務未経験の⽅には次から成る初任者研修を受講いただきます。 

 研究開発マネジメント⼈材 基礎⼒育成プログラム（基礎⼒育成研修（URA研
修））（JST提供）Fundamentalレベル 

 KU＋（レベル１） 

 その他、様々な研修プログラム等を受講いただくことにより、継続してスキルアップを
図っていただきます。 

 学会等の学術団体のイベント等に参加する機会を提供しています。 

 URAスキル認定機構の「認定URA」申請を奨励し、審査料を補助します。 

 URAのネットワーク団体であるリサーチ・アドミニストレーション（RA）協議会等、
外部の関連団体の活動への参加を奨励し、RA協議会の年会費を補助しています。 

応募⽅法 

「応募フォーム」よりご応募ください。 
 
提出書類①については、指定の様式を使⽤せずに提出された場合は審査に付しません。 
事前にすべて正常に印刷できることを確認の上、ご提出願います。 
いずれの書類も、メール添付による提出や郵送もしくは応募者本⼈が直接本学に持参されて
も受理しませんので、応募締切に間に合うよう余裕を持って応募してください。 
 
【提出書類】 

① 履歴書等 
・指定様式をダウンロードしご使⽤ください。 
・指定様式に記載されている注意書きに沿って作成してください。 
・ファイル名は、「応募⽇_漢字⽒名_履歴書」としてください。 
 （例：20261001_京⼤太郎_履歴書） 
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② ⾃⼰PR資料（様式任意) 
・パワーポイント等で、⾃⼰紹介/アピールポイント/応募した動機などをまとめた 
 ⾃⼰PR資料をA4⽤紙1枚で作成してください。 
・ファイル名は、「応募⽇_漢字⽒名_⾃⼰PR資料」としてください。 
 （例：20261001_京⼤太郎_⾃⼰紹介） 

応募締切 

令和８（2026）年 10⽉ 18⽇（⽇） 

選考⽅法 

書類選考の後、１次⾯接選考を⾏い、選考通過者に対して２次⾯接選考を実施します。各⾯
接選考の詳細については対象者にのみ連絡します。 
2次⾯接選考の会場は京都⼤学吉⽥キャンパス、⾯接に伴う交通費は⾃⼰負担となります。 
なお、選考結果に対する問い合わせには応じられません。 
 
【選考⽇程】 

1次⾯接選考 （オンライン）：  
令和８（2026）年 11⽉ 9⽇ (⽉) 〜 11⽉20⽇ （⾦）  9:00〜18:00 （約30分） 

2次⾯接選考 （対⾯）：  
令和８（2026）年 11⽉ 30⽇ (⽉) 〜 12⽉11⽇（⾦）9:00〜18:00の間 （約40分） 

問合せ先 

京都⼤学 総合研究推進本部(KURA) 

TEL: 075-753-5586 
なるべく問い合わせフォームからお問い合わせください。 
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その他 

 提出していただいた書類は、採⽤審査にのみ使⽤します。正当な理由なく第三者への開
⽰、譲渡および貸与することは⼀切ありません。なお、応募書類はお返ししませんの
で、あらかじめご了承願います。 

 採⽤決定後、または採⽤後に、応募書類の記載事項に虚偽があることや、応募資格を満た
さないことが判明した場合には、採⽤内定の取り消し、または採⽤の取り消しを⾏うこと
があります。 

 本学では、すべてのキャンパスにおいて、屋内での喫煙を禁⽌し、屋外では、喫煙場所
に指定された場所を除き、喫煙を禁⽌するなど、受動喫煙の防⽌を図っています。 

 本学は、「京都⼤学DEIB推進宣⾔」において、性別、国籍、世代、⾝体的特性や、宗教、
性的指向など、異なる視点や経験を持った多様な⼈を受け⼊れ、違いに応じた適切な⽀援
（Diversity & Equity）と、個性と能⼒を存分に発揮できる環境（Inclusion）の整備に⼒を
注ぎ、さらに、構成員が、⾃らのアイデンティティの⼀部として⼤学に愛着と誇りをもて
る共創的なコミュニティ（Belonging）を⽬指すことを旨としています。（京都⼤学DEIB
特設サイト：https://www.deib.cwr.kyoto-u.ac.jp/ 参照） 

 教職員・学⽣のウェルビーイングの⼀環として開設された学童保育所「京都⼤学キッズコ
ミュニティKuSuKu」では、インクルーシブかつSDGsに資する環境で、京都⼤学の研究リ
ソースを活⽤した魅⼒ある教育プログラムを提供し、⼦どもたちが好奇⼼や探究⼼を育む
場を提供しています。（京都⼤学男⼥共同参画推進センター：https://www.cwr.kyoto-u.ac.j
p/support/care/community/ 参照） 

 京都⼤学男⼥共同参画推進センター病児保育室「こもも」では、京都⼤学医学部附属病院
と連携し、京都⼤学教職員・学⽣の⼦どもを対象に、病児および病後児の保育ができる環
境を提供しています。（京都⼤学男⼥共同参画推進センター：https://www.cwr.kyoto-u.ac.j
p/support/care/sick/ 参照） 

 


